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第１図 Aqua/MODISによる2006年４月８日の可視画像（30-50°N，118-143°E)．バンド１（波長0.620-0.670

μm；可視光線の赤色に相当)，４（波長0.545-0.565μm；緑色)，３（波長0.459-0.479μm；青色）の

RGB合成により作成．画像内に斜行する不連続線は，衛星通過時刻の違いによる（左側：日本標準時
13時40分頃，右側：12時頃)．

第２図 一般環境大気測定局（約1500地点）におけるSPM 濃度（速報値)．2006年４月８日の11時（左)，14
時（中央)，23時（右)．SPM 濃度は前１時間平均の質量濃度．



2006年４月８日，日本国内の多くの気象官署で黄砂

が観測された．第１図に地球観測衛星Aqua搭載の中

分解能撮像分光放射計MODIS（Moderate Resolu-

tion Imaging Spectroradiometer）による可視画像を

示す．MODIS画像は，MODIS Rapid Response Sys-

tem＜http://rapidfire.sci.gsfc.nasa.gov/＞でリアル

タイム公開されている（参照2006-10-01)．同画像は，

千葉大学CEReSにおいて緯度・経度直交座標に幾何

補正され，アジア地域全体の合成画像として公開され

ている＜http://higu.cr.chiba-u.jp/MosicMODIS
 

RapidResponseSystem/＞，(参照2006-10-01)．低気

圧に伴う雲域の南側に，黄砂と思われる薄茶色の領域

が，朝鮮半島から日本の中国・近畿・東海地方にかけ

て南北約300km・東西約1000kmにわたり帯状に伸

びていた．

同日は，日本国内の大気汚染物質測定局でも，高濃

度の浮遊粒子状物質（Suspended Particulate Mat-

ter；SPM）が観測された．SPM 濃度は，粒子組成

を問わず粒径10μm以下の粒子質量濃度を１時間間隔

で測定している．測定されたSPM 濃度（速報値）

は，環境省大気汚染物質広域監視システム（そらまめ

君）により，リアルタイムに閲覧可能である＜

http://soramame.taiki.go.jp＞，(参照2006-10-01)．

前日の４月７日では，全国的にほぼ平均的なSPM
濃度（測定時刻・測定局により異なるが，およそ

20～60μg/m）であったが，８日の日本標準時11時以

後，山陰から北陸にかけての日本海沿岸で高濃度

（SPM 時間値の環境基準200μg/m以上）が観測され

はじめた（第２図左)．SPM 高濃度域は，時間の経

過に伴い南東方向に拡大し，第１図にほぼ対応する14

時には近畿・東海地方でもSPM 高濃度が観測された

（第２図中央)．各測定局におけるSPM の最高濃度は

400～600μg/mに達した．平常時の10倍以上の濃度を

記録した測定局は100地点以上に及んだ．しかしなが

ら，このように極端なSPM 高濃度を観測した地点

は，山陰・北陸地方から近畿・東海地方に抜けるよう

な帯状領域に限定され，かつ大部分の測定局では12時

間以内でSPM 高濃度が終息した．

第１図と第２図中央を比較すると，日本上空の帯状

の黄砂領域と地上SPM の高濃度地域とがよく対応し

ている．すなわち，本事例の帯状黄砂は，地表面に到

達せずに上空通過する黄砂（杉本ほか，2005）とは異

なり，接地しながら輸送されたことがわかる．

MODIS画像は１日に１，２回しか得られないが，

海上など広域の黄砂分布を捉えることができる．一方

で，SPM 濃度測定値は，微小粒子量を定量的かつ１

時間間隔で取得できるが，黄砂のような国外起源粒子

と測定局近傍で発生・形成する粒子とを区別するのは

難しい．しかし，本事例のようにMODIS画像と地上

SPM 濃度測定値を併用することにより，SPM 高濃

度が黄砂に起因することや，黄砂が接地しながら輸送

されたことなど，黄砂の動態に関してより多くの情報

が得られる．
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